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真
福
寺
大
須
文
庫
所
蔵
『

林
葉
鈔
』

の

検
討

　

　
一

　

は
じ

め
に

　

大
須
観

音
宝
生

院

真
福
寺

文
庫
（

以

下
、

大
須
文
庫）

に

『

林
葉
鈔
』

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
（

1）

と
題
さ
れ

た
一

帖
の

写
本
が

存
在
す
る

。

管
見
の

及
ぶ

限

り
で

は
、

『

林

葉
鈔
』

の

名
を
持
つ

文
献
は

他
所
に

確
認
で

き
ず

、

『

林
葉

鈔
』

に
つ

い

て

検
討
し

た

研
究
は

こ

れ

ま
で

み

ら

れ

な
い

。

現
存
す
る

の

は

上

巻

の

み

で

奥
書
を
欠

く
た

め
、

成
立

年

代
や

書
写
状

況
は

不
明
で

あ
る

。

現
存
表
紙
に

は

本
文
と

別

筆
で

「

道
範

記
禅
林

寺
静
遍

説
」

と

あ
り

、

京
都
禅
林
寺
に

住
し
た

静
遍

（

＝
六

六

〜
一

二

二

四
）

の

説
を

、

そ

の

弟
子
で

あ
る

道
範
（

＝
七

九

〜
一

二

五
二
）

が

記
し
た

と

み

な

さ
れ

て

い

る
。

　
『

林

葉
鈔
』

と

い

う
題
名
の

文
献
が

静
遍
や

道

範
の

著
作
と

し

て

存

在
し

た

事
実
は

目

録

上

で

は

確
認
で

き
な
い

が
、

類
似
す
る

も
の

と

し

て

は
、

恵
範
『

諸
師

製
作
目

録
』

や

謙
順
『

諸
宗
章
疏
録
』

な
ど

に

は

『

海
心

林
葉
鈔
』

上

下
二

巻
と
い

う
文
献

名
が

、

道

範
の

著
作
と

し

て

　

　
　
　

　
（

2）

挙
げ
ら
れ
て

い

る
。

題
名
か

ら

推
測
す
る

と

『

海
心
林
葉
鈔
』

は
、

道

　

　
　
印
度
學
佛
教
學
研
究
第
六
十
三

巻
第
二

号

　
平
成
二

十
七

年
三

月

佐

藤

も

な

範
の

教
学
上

の

師
で

あ
る

覚
海
（

＝
四
二

〜
一

二

三

二
）

と

静
遍
の

説

を

記
し

た

著
作
と

思
わ

れ

る
。

ま
た

、

印
融
（

一

四
三

五

〜
一

五
一

九
）

著
『

古
筆
拾
遺
鈔
』

巻
一

に

は

「

林
葉
鈔
下
道
範

云
」

と

す
る
引
用
が
み

　
　（
3

）

ら

れ

る
。

そ
こ

で

本
稿
で

は

『

林
葉
鈔
』

の

内
容
を

精
査
し

、

静
遍
や

道

範
の

思

想
と

の

関
連
性

、

及
び

著
者
が

道
範
で

あ

る

可
能
性
を

検
討

す
る

と
と

も
に

、

『

林

葉
鈔
』

の

文
献
的
価
値
に
つ

い

て

考
察
し
た

い
。

　
　
二

　
『

林
葉

鈔
』

の

書
誌

的
概

要

　
大

須
文
庫
所
蔵

『

林
葉
鈔
』

の

書
誌
的

概

要

は
、

以
下
の

通
り
で

あ

る
。

　
［

外
題
］

林
葉
鈔

　
上
［

内
題
・

尾
題
］

ナ

シ
［

員
数
］

一

帖
［

装
丁
］

　
モ

ト
粘
葉
装

、

仮
綴

［

料
紙
］

楮
紙
打
紙
［

法
量
］

縦
二

三

∴

糎
、

　
横
一

六
・

八

糎
［

紙

数
］

ー
ハ

紙
［

行
取

り
］

】

頁

九

行
、

一

行

　
二

二

字
前
後
［

状
態
］

後
欠

、

小
破
［

備
考
］

表
紙

右
肩

に

墨

書
「

共

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
（
4

）

　
三
」

、

右
下
に
「

第
七

十
合
」

、

左
下

に
「

口
喩
」

、

表
題
右
下

に
「

道

　
範
記

　
静
遍

説
」

。

第
一

丁

表
に

「

尾
張

国
大

須
宝
生

院
経

蔵
図
書

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

入
三
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真
福
寺
大
須
文
庫
所
蔵
『

林
葉

鈔
』

の

検
討
（
佐
　
藤）

　
寺
社
官
府
照
点
検
之
印
」

（

方
朱
印

、

丸

印）

あ
り

　
第
一

丁
表
に

は
、

各
問

答
の

題

名

が

列
記
さ
れ

て

い

る
。

便
宜
上

、

括

弧
つ

き

漢

数
字
を

私
に

付
し

て

列

記
す
る

。

（

一
）

真
言

宗
修
行
地

位

断
惑
成

仏

事
、

（

二
）

自

家
地

前
地

上

三

劫
廃
立

事
、

（

＝一
）

初

発
心

時
便
成
正

覚
事
、

（

四
）

自
家
十
界
互

具
事、

（

五
）

真
言
教
主

事
、

（

六
）

理

智
法

身
説

法
事

、

（

七
）

顕

密
教
相
大

綱
事

、

（

八
）

第
十

住
心

浅
略

事
、

（

九
）

顕
密
本
有
仏
性
差
別

事
。

　
紙
数
の

制
約
か

ら

内
容
の

詳
述
は
で

き
な
い

が
、

項
目

名
か

ら

も
明

ら
か

な
よ

う
に

、

「

林
葉
鈔
』

は

断
惑

論
、

教

主

論
、

仏

身
論
と
い

っ

た

真
言
教
学
上
の

重

要
な

問
題
に
つ

い

て

論
じ

ら

れ

て

い

る

文
献
で

あ

る
。

三

　
『

林
葉
鈔
』

の

成
立

背
景

　

先
述
の

通

り
本
書
は

奥
書
を
欠
い

て

い

る

が
、

成
立

状
況

を

推

定
で

き
る

記
述
が

本

文
中
に

二

筒
所
存
在

す
る

。

ま

ず
（

一
）

「

真
言
宗
修

行
地

位

断
惑
成
仏

事
」

で

は
、

『

大
日

経
疏
』

や

『

菩
提
心

論
』

な

ど

の

文

献
に

見
ら

れ

る

断
惑
論
に
つ

い

て

の

解
釈
が

論
じ

ら

れ
た

後
、

以

　
　

　
　
　

　
　
　

（

5）

下
の

よ

う
な
一

文

が

あ
る

。

　
如
レ

上
自
宗
大
義
也

。

中
御
室
御
時、

召
＝

高
野
明
徳一

有
二

秘
密
談
義

。

其
聞

　
書
五

巻
ノ

中
ノ

義
也一

厶

云
。

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
（

五

ウ）

　
こ

の

「

中

御
室
」

と

は
、

白
河

天

皇
（

一

〇

五

三

〜

＝
二

九
）

の

第

三

皇

子
で

あ
り

、

仁

和

寺

に

住
し

た

真
言
僧
で

あ

る

覚
行
法

親
王

八

四

二

〇

七

五

〜
一
一

〇
五
）

と

思

わ

れ

る
。

覚

行
法

親
王

は

応
徳
二

年

（
一

〇
八

五
）

に

仁
和

寺
に

て

出

家
し

、

康
和
元

年
（
一

〇

九

九
）

に

法

親
王

と
な
っ

た

人

物
で

あ
る

。

こ

の

こ

と

か

ら
『

林

葉
鈔
』

の

著
者
は

、

当

時
の

仁
和
寺
に

お

け
る

談
義
の

様
子
を

知
る

こ

と

が

で

き

る

人

物
で

あ

る

と

考
え
ら

れ

る
。

静
遍

、

道
範
は

と

も
に

仁
和
寺
の

法
流

を

汲
ん

で

お

り、

特
に

道

範
は

在
世

当
時
に

仁

和
寺

法
親
王

で

あ
っ

た

道

助

（

＝
九
六

〜
一

二

四

九
）

と

懇
意
で

あ
っ

た

な

ど
、

仁

和
寺
と

の

関
わ

り
は

深
い

。

こ

の

こ

と

か

ら
、

道
範
が

こ

の

文
章
を
記
し
た

と

考
え
て

も

不
自
然
な
点
は

な
い

。

　

ま
た

（

九
）

「

顕

密
本
有
仏

性
差
別

事
」

で

は
、

天

台
に

お

け
る

三

因
仏
性
の

義
、

不
縦
不
横
の

義
と
真
言
教
学
と
の

違
い

が

論
じ

ら
れ
た

後
に

、

次
の

よ

う
な

記
述

が

あ
る

。

　
此

義、

禅
林
上

徳、

対
二

天

台
当
時

明
請

韆一
精
読
時

、

皆
以

承
伏

シ．
ア

理

　
実
爾
云

云
。

　

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

（
一

六
ナ」）

　
こ

の

傍

線

部
「

明

禅
」

と

は

天

台

僧
で

京

都
山

城
に

住
し

た

明

禅

（

＝
六

七

〜
一

二

四
二
）

、

「

成

覚
」

は

同
じ

く
比

叡
山

西
塔
の

天

台
僧

で

あ
っ

た

成

覚
房
幸
西
（

＝

六
三

〜
一

二

四
七
）

で

あ
る

と

思

わ

れ

る
。

こ

の

こ

と

か

ら
、

文
中
の

「

禅
林
上

徳
」

は
、

明
禅
・

成

覚
と
同
時

代

に

禅
林

寺
に

住
し

て

い

た

静

遍
で

あ
る

可
能

性
が

高
い

と

考
え
ら

れ

（
6）る

。

周
知
の

通
り

、

明

禅
・

成
覚
は

と

も
に

法
然
に

帰
依
し

た

人

物
で

あ

り
、

静
遍

も
真

言
僧
で

あ

り
な
が

ら

法
然
の

念
仏

義
に

影

響
を

受

け
、

念
仏
や

極
楽
往
生

に
つ

い

て

論
じ
た

『

続
選

択
文
義
要
鈔
』

を

著

一 636 一
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（
7）

し
た
人
物
で

あ
る

。

記
録
は

残
さ

れ

て

い

な
い

が
、

両

者
は

法
然
流
の

浄
土
思
想
を

通

じ

て

接
点
が

あ
っ

た

可
能
性
も
考
え
ら

れ
よ

う
。

四

　
静
遍
・

道
範
説
と

の

関
係

　
『

林

葉
鈔
』

に

は
、

静
遍
や

道

範
の

説
い

た

教
学
と

共

通

す
る

点
が

複
数
み

ら

れ

る
。

以
下

に

見
て

い

き
た

い
。

　

第
一

点
は

、

い

わ
ゆ
る

三

点
説
を
用
い

た

仏
身
論
で

あ

る
。

三

点
説

と
は

醍

醐
寺
の

教

学
を

淵
源
と

し
、

静
遍
か

ら

道
範
に

継

承
さ

れ

た
、

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
（
8）

き
わ

め

て

特
徴
的
な
説
で

あ
る

。

先
行
研
究
か

ら
簡
略
に

述
べ

る

な
ら

ば
、

理
・

智
・

事
の

三

点
に

七
・

八
・

九
識

、

方
位

、

五

智

な

ど

様
々

な

範
疇
を

対
応
さ
せ

、

理
智
が

具
足
し

、

事
点
で

あ
る

人

を

密
教
の

教

主
と

す
る

点
に

最
大
の

特
徴
が

あ
る

理
論
で

あ
る

。

『

林
葉
鈔
』

で

は
、

こ

の

三

点
説
を

説
い

て

い

る

箇
所
が

三

箇
所
存
在
す
る

。

以

下
、

順
に

挙
げ
る

。

内
九
八

七

識
自

証
三

菩
提
三

点
也

。

九
ハ

理、

八
ハ

智、

七
ハ

事
也

。

［
理

智

冥
ム
。

也凵

此
事
者

、

彼
此
同
如

ノ

事
也

。

此
三

智
ハ

不
レ

見
レ

外
故

衆
生
無
レ

益、

大
悲

故

住
二

加
持
身　

者、

是
妙
観
察
邪
正

分

別

門
ノ

前
也

。

是
六

識
心

外
故
是
ア

ミ

タ
也

。

示
二

種
々

諸

趣
所
喜
見
身一

者
尺

迦
也

。

前
五

識
成
事
作
業
也

。

是

衆
生

感
見

ノ

仏
体
ハ

皆
是
妙
観
察
ア

ミ

タ
也

。

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
（
（

四）

自
家
十

界
互

具
事

、

九
オ

〜
ウ

）

今
許
＝

自
家
諸
仏
内
証
外
現
説
法
次
第
→

、

有
三
二

位
4

一

本
地

自
性
法
身

。

二

能
加
持
身

。

三

所
加
持
身
也

。

是
ハ

内
三

点
九
八

七

識
中
東
南
心
内
三

身
、

大
日

自
証
三

菩
提

。

此

為
二

本
地
」

西

方
妙
観
察
智
分
別
邪
正

以
二

見

仏一

与
二

真
福
寺
大
須
文
庫
所
蔵
『

林
葉
鈔
』

の

検
討
（
佐
　
藤）

衆
生

故
、

発
｝

大
悲
【

住
二

加

持
』

是
浄

仏
国
土

位
也

。

是
為
二

能

加
持
報

身一
ア
・、
タ
。

次
現一

無
尽
荘
厳
所
加
持
応
化

身一
尺

迴

為
二

成
就
衆
生
位
刃

此
即

如
レ

次
秘
密
壇、

嘉
会
壇

、

大
悲
壇
也

。

　

（
（

五
∀

真
言
教
主

事
、

一

〇

ウ
）

問
。

自
家
心
理

智
法
身
説

法
者、

理

智
、

法
ノ

位
二

即

各
説
法

ル

歟
。

如
何

。

答
。

理

智
ハ

所
説

、

法
也

。

能
説

者
ハ

即
自
性

ノ

人
也

。

性
浄
円

明
ノ

三

転
二

中
ハ

理、

東
ハ

智、

南
ハ

理
智
具

足
．

人

也
。

以
レ

此

人

為一一

能
説
法
主
4

以
二

第
二

卦一

為
二

大
日

種
子冖

是

義
也

。

此
三

転
不
離
故

、

云
二

理

智
法
身
説
法
』

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
（

（
亠

ハ
）

　
理

智
法
身
説
法

事
、

　
一
一
一

オ）

　
こ

れ

ら
の

記
述

で

は
、

心
内
の

理
・

智
・

事
に

そ

れ

ぞ

れ

九
・

八
・

七

識、

中
・

東
・

南
を
対
応
さ
せ

て

お

り
、

ま

た

理
と

智
は

所
説
の

法

で

あ
り

、

能
説
は

理
智
具
足
の

人
で

あ
る

と

す
る

。

ま
た

、

心

外
の

第

六

識
は

、

妙
観
察
智
で

あ
り
能
加
持
報
身
で

あ
る

阿
弥
陀
仏

、

前
五

識

は
、

所
加
持
身
で

あ
る

釈
迦

に

対
応

す
る

と

し

て

い

る
。

図
示

す
れ

ば

　
　
　
　

　
　
　
（

9）

以

下
の

よ

う
に

な
る

。

［

『

林
葉
鈔
』

に

お

け

る
三

点
説
］

心 心

外 内

事 智 理 三

占「層1■

釈 阿 大 五

迦 弥 日 仏

陀

成 妙 性 ※ 五

所 観 智 法 智

作 察 界
智 智 体

応 所 報 能 自 本 仏

化 加 身 加 性 地 身
身 持 持 法 身

身 身 身

前 第 第 第 第 九

五 六 七 八 九 識
識 識 識 識 識

※ 西 南 東 中 方
北 位

大 嘉 秘 曼

悲 会 密 荼
壇 壇 壇 羅

II 能 所
教 説 説
主 人 法

入

五
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真
福
寺
大
須
文
庫
所
蔵
『

林
葉
鈔』

の

検
討
（

佐
　
藤）

　

三

点
説
が

説
か

れ

て

い

る
こ

と

で
、

既
に

『

林
葉
鈔
』

が

静
遍
・

道

範
の

教
学
の

流
れ

を

汲
む

文
献
で

あ
る

こ

と

が

う
か

が

え

る

の

で

あ
る

が
、

そ
の

内
容
を
詳
し

く
見
て

も
、

静
遍
や

道
範
の

著
作
に

見
ら

れ

る

　
　
（

10）

三

点
説
と

異
な
る

点
が

な
い

こ

と

が
わ

か

る
。

　

共
通
点
の

第
二

点
は

、

「

実
行
当
機
」

に

関
す
る

問

題

で

あ
る

。

「

実

行
当
機
」

は

大
日

如

来
の

自
性
会
に

、

未
だ

悟
っ

て

い

な
い

因
位
の

者

が
存
在
す
る

の

か

ど

う
か

と
い

う
問

題
で

あ
る

。

真
言
古
義
・

新
義
両

派
に

共
通
す
る

論
議
の

算
題
と

な
っ

て

お

り
、

古
義
で

は

「

自
証
会
因

人
」

と
い

わ

れ

る
。

『

林
葉
鈔
』

で

は
、

こ

の

実

行
当
機
に

関
し

て

次

の

よ

う
に

述
べ

ら
れ

て
い

る
。

　

問。

彼
悟
人
次

第
如

何
。

答
。

大
日

本

地
法
身
住
二

此
自
証
三

菩
提

時
ハ

衆

　
生

無
益

故、

住
加
持
身一
能

加
持

示
コ

現
瞿
曇
仏

等
一

々

所
喜
見
身一

入
二

法

界
門

』

　
・．・

（

中

略）

…

此

能
加
持
身

、

説

普

門．
二

密
。

依
レ

此
行
者、

得
コ

証
自
心

　

普
門
法
界』

即
是
行
者
平

等
智

身
者
是
也

。

此

即

入
ア

自
心

塔
ハ

見
コ

已
成

仏

　

法
界
塔

．

、

彼
此

同
自
性
本

地

本

有
法
然

．

法
界

円

塔
故
与
レ

仏

平
等
也

。

蚓

　

本
地

身
ノ

位
ニ

ハ

無
二

実

行
機｝

之

義
也
。

〔
（
四）

自
家
十
界
互

具

事、

九

オ
）

　

傍
線
部
の

通

り
、

こ

こ

で

は

大
日

如

来
の

本
地

身
の

位
に

お

い

て
、

実
行
の

機
根
が
い

な
い

と
い

う
結
論
と

な
っ

て

い

る
。

こ

れ

は

道
範
が

『

大
日

経
疏
遍
明
鈔
』

巻
一

、

三

で

静

遍

か
ら
の

「

相
承
一

義
」

と

し
て

　
　

　

　
　

　
（

11）

述
べ

て

い

る

内
容
と

同
じ

結
論
で

あ
る

。

実
行
当
機
の

人
無
し

と

す
る

立
場
は

主

に

新
義
派
に

み

ら

れ

る

も
の

で

あ
る

が
、

古
義
派
で

は

道
範

が
こ

の

立

場
を

取
る

。

『

林
葉

鈔
』

で

は

前
述

の

通
り

三

点
説

が

論
じ

ら
れ

て

い

る

こ

と

か

ら
、

『

林

葉
鈔
』

が

新
義

派
の

学

僧
の

著

作
と

は

八

六

考
え

に

く
く

、

こ

の

説
は

道
範
の

も

の

と

み

て

よ
い

で

あ
ろ

う
。

　

共
通

点
の

第
三

点
は

、

道
範
独
自
の

譬
喩
表
現
で

あ
る

。

『

林
葉
鈔
』

（

四
）

自
家
十

界
互

具

事
で

は
、

真

言
教

学
に

お

け

る

十

界
互

具
を

、

味
噌
な

ど
様
々

な
調
味
料
を

入
れ

て

作
っ

た

「

冷
汁
」

に

譬
え
た

表
現

が

み

ら

れ
る

。

　
タ
　　
　キ
く

　

冷
汁

ニ

テ

喩
，

以
テ

可
レ

得
レ

心
。

辛
藜
塩

梅
［

酢
也
］

曽
酒
等
合

。

故
其
味
其

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
ヒ

ト

　

性
各
別

ニ

シ

テ

而

同
時

ナ
リ

。

是
為
レ

美
。

如
二

仏

同

時
顕

十
界

刃

衆
生

ハ

或
時
ハ

ロ
ハ

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

ス

シ

ト

　

嘗
レ

藜
謂
レ

辛、

或
時
乍
住
レ

酢
二

為
レ

酸
云

。

此

喩
ハ

近

俗

歟
。

醍
醐

、

衆
味
具

　

足
以
レ

之

可
レ

類
云

云
。

　
　
　
　
　
　
　
（

（
四
）

自
家
十
界
互

具
事

、

八

ウ
）

　

こ

れ

と

同
様
の

表
現
が
、

道
範
と

覚
阿
と

の

問
答
集
で

あ
る

『

覚
阿

問
答
鈔
』

巻
上

「

如
実

知
自
心
之
後

不
捨
生

死
事
」

の
、

道

範
に
よ

る

答
え

の

部
分
に

存
在
す
る

。

如
実
知
自
心

ノ

後
ハ

十
界
同
時

二

起
シ

テ

自
利
利
他

．

ル

ナ
リ

。

此

義
ハ

十

界
同
時

二

次

第
ヲ

並，
ア

令
レ

縁
セ

故、

余
九

界
ハ

被
け

照
コ

一

切

智
光．〜

成
⊃

ナ

リ

目

出

物
→

也
。

　

　
　

　

タ
　
ダ

　
ミ

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
ヒ

ヤ

シ

ル

云

望
此

義
弓

多
々

味
ト

云
フ

事
ア

リ

。

寒
汁

．

造
二

塩

酢
等

ノ

物
合
成

ス

レ

ハ

出
コ

ナ
リ

美

味
→

。

此
レ

即

如
来

十
界
万

徳
同

時
二

具
足

起
用

ス

ル

義

亦
復
如
け

此
ノ

。

彼
ノ

十

界
、

同
時
具

足
。

ル

事
ハ

大
日

法

身
万
徳

、

目

出
キ

物
ナ

レ

ハ

、

此
ノ

事
一

。

モ

闕
．

レ
ハ

万

徳
．

義
不
レ

成
。

此
ノ

多
々

味
、

義
モ

不
レ

成
也

。

（
『

栂
尾
コ

レ

ク

シ

ョ

ン

顕

密

典
籍

文

書
集
成
』

教

相
篇
一
、

五

七

九
〜

五
八

〇

頁
）

　
『

覚
阿
問
答
鈔
』

で

は

「

寒
汁
」

と

な
っ

て

い

る

が
、

十

界
互

具

を
、

調
味
料
が

混
然
と
し

て

美
味
を

為
す
汁
に

譬
え
て

い

る

点
は

同
様
で

あ

る
。

『

林
葉

鈔
』

で

は

汁
の

中
の

様
々

な

味
の
一

つ

に

偏
っ

て

い

る

状
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態
が

衆
生

に

譬
え
ら
れ
て

お

り
、

大
日

如
来
の

万
徳
を

汁
の

「

多
々

味
」

に

譬
え
る

『

覚
阿
問
答
鈔
』

よ
り

具
体
的
な

面

も
み

ら
れ
る

。

な
お
こ

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
12）

の

譬
喩
は

、

『

覚
阿

問
答
鈔
』

の

略
本
と

思
わ
れ

る

『

覚
範
問

答
』

の

注

記
に

お
い

て

は

道
範
独
自
の

「

多
々

味
宗
義
」

と

さ

れ
、

道
範
と

同

時
代
に

高
野

山

の

学
僧
で

あ
っ

た

法
性
（

〜
一

二

四
五
）

の

「

サ

イ

ノ

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
（

13）

目

宗
義
」

と
と
も
に

紹
介
さ

れ
て

い

る
。

五

　
ま
と
め

　
以

上
、

こ

れ

ま

で

考
察

し

た
こ

と
を

ま

と

め

る

と

以

下
の

通
り
で

あ

る
。

・
『

林
葉
鈔
』

の

成

立

年

代
は

早
く
て

も
一

三

世
紀
前
後
で

あ

り
、

本

文
中
の

「

禅
林
上

徳
」

は

静

遍
で

あ
る

可

能
性
が

高
い

。

・
『

林
葉
鈔
』

で

は

静
遍
か

ら

道
範
に

継
承
さ
れ

た

三

点
説
が

用
い

ら

れ
、

内
容
は

静
遍

説
・

道
範
記
と

さ

れ

る

著
作
と
一

致
す
る

。

「

実
行

当
機
」

に
つ

い

て

も
道
範

『

大
日

経
疏
遍
明

鈔
』

に

説
か
れ

る

静
遍
相

承
の

説
と
一

致
し

、

実

行
当

機
の

人

無
し

と

い

う
立

場
を

取
っ

て

い

る
。

三

点

説
を

用
い

、

実
行
当
機
の

人

無
し
の

立

場
を

取
る

人
物
は

、

確
認
で

き
る

限
り
で

は

道

範
の

み
で

あ
る

。

・
（

四
）

「

自
家
十

界
互

具
事
」

に

お

け

る

冷
汁
の

譬
喩
（
多
々

味
宗
義
）

は
、

『

覚
阿
問

答
鈔
』

の

道

範
に

よ

る

答
の

中
で

同
様
の

文
章
が

み

ら

れ
、

道
範
独
自
の

譬
喩
と

思
わ

れ

る
。

　

以
上

の

検

討
結

果
か

ら
、

『

林
葉
鈔
』

は

写

本
表
紙
の

記

載
通

り
、

真
福
寺
大
須
文
庫
所
蔵
『

林
葉
鈔
』

の

検
討
（
佐
　
藤
）

静
遍
説
・

道

範
記
の

文
献
で

あ
る

可
能
性
が

極
め

て

高
い

と
い

え
る

。

下

巻
が

失
わ

れ

て

い

る

た

め
、

印
融

『

古
筆
拾
遺
鈔
』

に

お
け
る

『

林

葉
鈔
』

下
巻
引
用
部
分
は

残
念
な
が
ら

確
認
不
可

能
で

あ
り

、

全

容
は

不
明
で

は

あ
る

が
、

大
須
文
庫
蔵

『

林
葉

鈔
』

に

は
、

今
回
紹
介
し
た

部
分
以

外
に

も
天

台
教
学
と

真
言
教
学
と

の

相
違
な
ど

、

従
来
知
ら
れ

て

い

た

道
範
著
の

文
献
に

は

見
ら

れ
な
い

内
容
が

、

簡
潔
な
が

ら

論
じ

ら

れ

て

い

る
。

『

林

葉
鈔
』

は

今

回
新
た

に

確

認
さ

れ

た
、

静
遍
や

道

範
の

思

想
が

う
か
が

え
る

重

要
な

資
料
の
一

つ

で

あ
る

と
い

う
こ

と

が

で

き

よ

う
。

　
従

来
、

道

範
と

そ
の

周
辺
の

思

想
に
つ

い

て

は

翻
刻
出
版
さ

れ

た

テ

キ
ス

ト

を

中
心
に

検
討
が

す
す
め

ら

れ
、

未
翻
刻
の

資
料
に
つ

い

て

は

ほ

と
ん

ど

検
討
さ
れ

て

こ

な

か
っ

た
。

し

か

し

百
部
前
後
に

及
ぶ

と

思

わ

れ

る

道

範
の

著
作
は

大

半
が

未
翻

刻
で

あ
り

、

道

範
の

思
想
を
総
合

的
に

解
明
す
る

た

め

に

は
、

今
後

、

未
翻
刻
資
料
も

含
め
た

検

討
を
進

め

る

必
要
が

あ
る

と

考
え
る

。

今
回
の

考
察
を
一

例

と

し
た
い

。

1
　
函
架
番
号
は

第
七
〇

合
一

七

号
。

本
稿
作
成
に

あ
た
っ

て

は
、

国
文
学

　

研
究
資
料
館
所
蔵
の

マ

イ

ク
ロ

フ

ィ

ル

ム

紙
焼、

お
よ

び

大
須
文

庫
所

　

蔵
の

『

林
葉
鈔
』

写

本
を
参
照

し
た

。

2
　
『

諸
師
製
作
目

録
』

（
日
仏
全
旧

版
二
、

二

〇

頁
下、

同
新
版
九
五

、

三

四

　

頁
中）
、

『

釈
教
諸

師
製

作
目
録
』

巻
二

（
日

仏
全

旧

版
二

、

二

〇

頁

下
、

　

同
新
版

九
五、

三

四

頁

中
）

、

『

諸

宗
章
疏
録
』

巻
三

（
日

仏
全

旧

版
一

、

　
九

三

頁
下、

同

新
版
九

五
、

一

〇
三

頁

下）
。

た
だ

し

『

海
心

林
葉
鈔
』

八
七
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真
福
寺
大
須
文
庫

所
蔵
『

林
葉
鈔
」

の

検
討
（
佐
　
藤）

　

の

書
名
を

持
つ

文
献
は

未
発

見
で

あ

る
た

め
、

「

林
葉
鈔
』

が
こ

の

『

海

　

心

林
葉
鈔
』

に

該
当
す
る

か

ど

う
か
は
、

現
時
点
で

は

検
討
不

可
能
で

あ

　

る
。

3
　
『

真
言
宗
全

書
』

一

八、

二

八

四

頁
下
〜

二

八

五

頁
上

。

4
　
□
は

虫
喰

。

5
　
漢

字
は

適
宜
現
行
の

字
体

に

改
め

、

丁

数
は

私
に

付

し
た

。

以

ド
す
べ

　

て

の

引
用

で

送

り

仮
名
は

原

文
の

通
り
と

し
、

傍
線

、

句
読

点
、

返
点

　

は

筆
者
が

適
宜
補
っ

た
。

6
　
『

禅
林
寺
誌
』

（
法
蔵
館

、

一

九
一

四
）

に

よ

れ
ば

、

静
遍
の

前
に

は

法

　

然

2

＝
二

三

〜
一

二

＝
一
）

、

後

に
は

証
空

二

一

七

七

〜
一

二

四

七）

　

が
禅

林
寺
座
主

と
さ
れ
て

い

る

が、

法
然
や

証
空
が

「

禅
林
上

徳
」

と

呼

　

ば

れ

て

法
然
門
下
の

僧
達

に

真
言

教
学
を
説
い

た

可

能
性
は

低
い

と

思

　

わ

れ
る

。

静
遍
は

建

保
六

年
（
一

二
一

八）

か

ら

高

野
山

蓮
華
谷
の

往
生

　

院
に

住
持
し
て

い

た

が
、

『

本
朝
高

僧
伝
』

＝
二
、

『

続
伝
灯
広

録
』

】

四

　

に

よ

れ

ば
、

少
な

く
と

も
静
遍
は

承

久
三

年
（
一

二

二

こ

か

ら

没
年
で

　

あ
る

元
仁
元

年
（

一
、

一
二

四）

ま
で

は

禅

林
寺
座

主
で

あ
っ

た

よ

う
で

あ
る

。

　

ま
た
、

文

書
類
で
は

『

続

宝
簡
集』
一

二

所
収
の

貞
応．
兀

年

2
二

二

二
）

　

七

月
御
影
堂
御
物
目

録
に

「

禅
林

寺
僧
都
静

遍
」

と

の

記
載
が

見
ら

れ、

　

以

後、

静
遍
に

「

禅
林
寺
」

の

呼
称
が

付
さ
れ

る

文

書
が
み

ら
れ

る

よ

う

　

に

な
る

。

7
　
「

続
選
択
文

義
要
鈔
』

二

巻
の

詳
細

に

つ

い

て

は

石
田

充
之

「

密
教
系

　

浄
土

願
生

者
静
遍

僧
都
の

浄
土

教
的
立

場
」

（

『

龍
谷
大
学
論

集
』

三
ゴ ．
六、

　
一

九

四

九
）

参
照

。

8
　
三

点
説
を
直
接
取
り
扱
っ

た

論
文
と

し
て

は

石

円
充
之
「

静
遍

僧
都
の

　

浄
土

教
」

（

『

法
然
上

人

門
下
の

浄
土

教
学
の

研
究
』

下
巻
第
六

篇
、

大

東

　

出
版

社
、

一

九

七

九
）

、

中
村
正

文
「

禅
林
寺
静
遍
の

提
唱
し

た

教

学
に

　
つ

い

て

　
　
特
に

教
主
論
を
中
心
と
し
て
」

（
『

高

野
山

大
学
論
叢』

二

六
、

八
八

　
一

九
九
一
）

、

熊
田

順
正

「

静
遍

浄
土

教
に

見
え
る

七

入

九

識

説
に

つ

い

　

て

の

考
察
」

（

『

仏
教
学
』

四

八
、

二

〇

〇
六
）

等
が

あ
る

。

9
　
表
中
の

※

印
は

、

『

林
葉
鈔
』

（
一
）

真
言

宗
修
行
地
位
断
惑
成
仏
事
に

　

記
さ

れ

て

い

る

対
応
関
係
か

ら
補
っ

た

も
の

で

あ

る
。

三

点
説
に

直
接

　

言
及
し

た

箇
所
で

は

な
い

た
め

、

本
文
は

省
略
し

た
。

10
　
三

点
説
は

主
と

し
て

静
遍
『

秘

宗
文

義
要
』

、

道
範
『

貞
応
抄
』

『

大
日

　

経
疏
遍

明
鈔
』

な
ど
の

著
作
に

み

ら

れ
る

。

注
7
前
掲
論
文

、

拙
稿
「

道

　

範
の

教
主
義
に

つ

い

て

　
　
静
遍

説
と
の

関
係
を

中
心

に
」

（

『

日

本
仏
教

　

綜
合

研
究
』

五
、

二

〇

〇
六
）

等
参
照。

11
　
『

続

真
言
宗
全
書
』

五
、

一

〇
八

頁
上
、

一

四

三

頁
上
〜
下

。

12
　
『

覚
範
問
答
』

は

高
野
山
三

宝

院

本
（
高
野

山

大
学
図
書
館
蔵

、

天

保

　

元
年
写
）

の

み

存

在
す
る

。

全
＝ ．
二

項
目
中
二

五

項

目
が

『

覚
阿
問
答

　

鈔
』

に

対
応
し
て

お

り、

同

書
の

草

稿
本
ま
た

は

抜
粋
の

可
能
性
が

高
い

。

　

詳
細
に

つ

い

て

は

機
会
を

改
め

て

検
討
し
た

い
。

13
　
「

恭
云

、

是
レ

古
来
道
竹
阿

闍

梨
ノ

多
々

味
宗
義

卜

云

事
款
」

。

『

覚
範
問

　

答
』

「

如

実
知
自
心
之

後
不
捨

生
死

否
事
」

、

高

野
山
三

宝
院

本

＝
ニ

ウ
。

〈

付
記
〉

本
稿
を
作
成
す
る

に

あ
た

り
、

真
福
寺
宝

生
院

岡

部
快
圓
様

、

長

谷
川

快
眞
様、

御
当
局
様
に

『

林
葉
鈔
』

写
本
の

閲
覧、

本
文
引

用
・

論
文

掲
載
を

御
許
可
頂
き

、

様
々

な

御
高
配

を

賜
っ

た
。

心
よ

り
感
謝
申
し

上

げ

る

次
第
で

あ
る

。

〈

キ
ー

ワ

ー

ド
〉

　
真
福
寺、

『

林
葉
鈔
』

、

道

範
、

静

遍
、

三

点
説

　

　
　
（
帝
京
高
等
看
護
学
院
非
常
勤
講

師
）

一　640

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　


